
三郷中学校 校長通信 ６月号   文責 久保茂樹 

令和元（２０１９）年６月３日（月）               

 

やれなかった やらなかった どっちかな？ 
 中間テストが終わり、みなさんのもとには解答用紙が戻ってきていると思います。結果はどうだったで

しょうか？実力を発揮できた人、できなかった人、喜んでいる人、落ち込んでいる人・・・様々だと思い

ます。 

テストだけでなく、試合や勝負事など結果が出てしまったあと、私たちは何をすれ

ば良いのでしょうか。そのヒントは相田みつおさんの上の言葉の中にあると思います。 

私たちは困難な結果や出来事に向き合ったとき、 

「できるわけがない」「どーせ無理」「やっても無駄」など・・・ 

やれない理由、やらない理由を探していることがあります。 

その一方で、「もう少し頑張っていれば」「本当はやれたのでは」 

という後悔が、ずっとずっと心に残ることも知っています。 

そう考えると、今みなさんにできる確かなことは、結果から何を学ぶか、そしてどのように考え、次の

アクションに活かしていくかにかかっているのではないでしょうか？ 

自分の可能性を、自分自身であきらめてはいませんか？もう一度、自分の心に

相田さんの言葉を問いかけ、ベストを尽くしてほしいと思います。 

 

１．４名の教育実習生を紹介します！〔５／２７～６／７・１４〕 

 先月２７日から教育実習生が来られています。みなさん積極的に話しかけていきましょう！ 

〇 上野弘暉先生〔２年・保健体育〕・・・保健体育でお世話になります。自分は明るさが取

柄なので、明るさを持ち味にして頑張ります！よろしくお願いします。 

〇 菊池望友先生〔２年・国語〕・・・私の母校である三郷中学校で実習できることを嬉し 

く思います。未熟な点が多々あると思いますが、一生懸命頑張りますのでよろしくお 

願いします！ 

〇 関 宏海先生〔１年・国語〕・・・奇麗になった母校に教育実習生として再び来ること 

が出来て、すごく嬉しいです。２週間という短い期間ではありますが、元気に頑張り 

ます！！よろしくお願いします。 

〇 野下結衣先生〔３年・家庭科〕・・・７年ぶりの三郷中学校で、不安な気持ちもあります 

が、みなさんとたくさん関わっていきたいと思います。また、分かりやすく楽しい授 

業ができるように精一杯頑張ります。３週間よろしくお願いします！ 

Do your 

best ! 

 



２．これからの予定 （６月～７月）  

 

６月 ３日（月）教育相談開始（45 分～１８日） 

４日（火）こころと生活等に関するアンケート 

５日（水）心電図検査（１年全） 

６日（木）内科検診（３年） 

 ７日（金）避難訓練 

      学習支援塾開講式（３年） 

      18：30～文化センター 

１１日（火）耳鼻科検診（２・３年） 

１３日（木）学力診断テスト（３年） 

      奈良県学習状況調査（１年） 

      歯科検診（１年全） 

眼科検診（１・２年） 

１４日（金）教育実習終了 

１７日（月）生徒総会（５、６限） 

１８日（火）耳鼻科検診（１・２年） 

      教育相談最終日 

１９日（水）期末テスト一週間前 ↓ 

      〔部活動休止↓ ～２７日〕       

２０日（木）歯科検診（２年全） 

眼科検診（１・３年） 

  ２５日（火）テスト前学習会 

  

２６日（水）期末テスト 

２７日（木）期末テスト 

２８日（金）期末テスト（部活動再活動） 

      生徒会ボランティア（1年有志） 

        最終下校１６：００ 

７月 １日（月）最終下校１８：００（～７／５） 

２日（火）生徒会専門委員会 

８日（月）短縮授業〔45分〕開始 

    最終下校１７：３０（～７／１２） 

１２日（金）給食最終日 

１５日（月）海の日 

１６日（火）大掃除、学活、学年集会 

      三者懇談〔午後〕 

１７日（水）三者懇談〔全日〕 

１８日（木）三者懇談〔全日〕 

１９日（金）終業式 

最終下校１６：００ 

 

 

２学期始業式は 

９月２日（月）です。 

  ※ 警報等により、予定を変更させていただくことがあります。ご了承ください。 

３．保護者の皆様へ 

修学旅行や宿泊訓練などの行事、そして中間テストが終わり、 

ハラハラドキドキでスタートした１学期も折り返しを過ぎました。 

ご家庭でのお子様の様子はいかがでしょうか？思春期を迎えると、 

これまでのように何でも話してくれることは少なくなると思います。 

そうした中でも、要点がつかめない、まとまりのない話かもしれませんが、 

子どもたちは話しだすことがあります。それは時として、ただ話したいだけ、 

聞いてほしいだけという場合があります。 

なぜなら、「話を聞いてくれている」＝「自分は受け入れられている」ということ

になるからです。その安心感で子どもの心は満たされるのです。 

保護者の話し方、聞き方次第で、子どもは友だちとの関係も上手になっていき

ます。安心感は、すべてのやる気の源なのです！ 

お忙しいこととは思いますが、どうかよろしくお願いします！！ 

ナイスな会話の          

キャッチボールを！ 

今年の梅雨はどうかな？ 


